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◎
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
8
号
）

　

被
災
地
へ
の
救
援
物
資

の
費
用
1
5
5
0
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

賦
課
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。（
最
高

額
が
73
万
か
ら
77
万
円
に

引
き
上
げ
）

◎
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
9
号
）

　

平
成
22
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
閉
鎖
に
よ
り
財

政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立

て
で
す
。（
4
4
1
0
万

1
千
円
）

◎
平
成
22
年
度
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

　

法
に
よ
り
会
計
を
閉
鎖

し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

　

熊
本
県
の
要
請
に
よ
る

被
災
地
の
自
治
体
支
援
に

職
員
を
派
遣
し
た
費
用
で

す
。（
1
7
8
万
2
千
円
）

◎
氷
川
町
税
条
例
の
一
部
改

正　

法
改
正
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
に
係
る
雑
損
控
除

額
等
の
特
例
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

◎
氷
川
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
の
病
気
休

暇
制
度
の
見
直
し
に
伴
い

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

◎
氷
川
町
暴
力
団
排
除
条
例

の
制
定

　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
の
排
除
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

◎
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更

　

組
合
を
組
織
す
る
団
体

等
の
名
称
変
更
に
伴
い
規

約
の
一
部
を
変
更
し
ま
し

た
。

◎
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
は
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
2
4
5
万

5
千
円
を
追
加

主
な
歳
出

○
民
生
費

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
人

的
支
援
派
遣
職
員
の
旅
費

41
万
円
（
宮
城
県
東
松
島

市
に
派
遣
）

○
農
林
水
産
業
費

・
畳
ほ
か
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
推

　

進
事
業
消
耗
品
74
万
円

・
特
産
品
を
活
か
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
及

び
販
路
開
拓
事
業
委
託
料

1
3
8
万
。

・
町
農
業
振
興
協
議
会
補
助

金
1
1
7
万
円
、

・
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金
45
万
円

・
畳
表
生
産
体
制
緊
急
対
策

事
業
補
助
金
1
5
0
万
円

・
く
ま
も
と
稼
げ
る
園
芸
産

地
育
成
事
業
補
助
金

9
7
4
万
円

・
水
産
資
源
回
復
基
盤
整
備

交
付
金
事
業
補
助
金

1
6
7
万
円

主
な
歳
入

○
県
補
助
金
1
3
1
1
万

円
、
繰
越
金
9
3
4
万
円

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

町
内
の
小
・
中
学
校
の

教
室
に
扇
風
機
を
購
入

○
建
設
に
働
く
仲
間
と
地
域

経
済
を
救
う
ル
ー
ル
づ
く
り

　

現
在
、
建
設
業
界
と
地
域

経
済
は
、
重
大
な
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
建

設
業
に
働
く
業
者
と
労
働

者
、
職
人
の
窮
状
を
打
開
す

る
た
め
の
請
願
。

　

専
決
処
分
の
承
認

◎
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

吉
川
議
員　

地
方
自
治
法
第

1
7
9
条
の
規
定
で
専
決
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
重
要
な
も

の
は
議
会
を
開
い
て
ほ
し

い
。
今
回
の
専
決
で
、
国
保

税
の
最
高
限
度
額
が
い
く
ら

引
き
上
げ
ら
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

3
月
議
会

後
に
法
案
が
国
会
を
通
過
し

た
た
め
に
専
決
処
分
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
合

算
で
最
高
73
万
円
が
4
万
円

引
き
上
げ
て
、
77
万
円
に
な

り
ま
す
。

◎
平
成
22
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算

　

江
嵜
悟
議
員
へ
の
議
員
辞

職
勧
告
を
決
議

江
嵜
議
員　

老
人
保
健
会
計

か
ら
4
4
1
0
万
1
0
0
0

円
を
一
般
会
計
の
基
金
に
入

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
国

保
へ
入
れ
る
と
い
う
議
会
と

の
約
束
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　

で
き
れ
ば
国
民
健
康

保
険
の
予
算
と
し
て
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
と
発
言
し
ま
し

た
。今
回
単
に
国
保
に
入
れ
、

基
金
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
将
来
の
国
保
財
政
を
見

据
え
て
、
さ
ら
に
み
な
さ
ん

と
ご
相
談
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
す
。

　

議　

案

◎
氷
川
町
暴
力
団
排
除
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

吉
川
議
員　

第
4
条
で
町
の

責
務
、
第
5
条
で
町
民
の
責

務
が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長　

暴
力
団
に

関
す
る
情
報
を
得
た
場
合
に

町
に
対
し
て
情
報
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で

す
。
情
報
提
供
し
た
町
民
の

保
護
と
か
、
警
察
の
町
に
対

す
る
関
与
、
協
力
な
ど
に
つ

い
て
警
察
と
協
定
を
結
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
嵜
議
員　

こ
の
条
例
は
県

か
ら
来
た
の
か
。

総
務
財
政
課
長　

こ
の
条
例

は
警
察
の
方
か
ら
各
市
町
村

に
条
例
を
つ
く
っ
て
暴
力
団

排
除
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

江
嵜
議
員　

町
民
が
情
報
提

供
し
た
場
合
に
町
は
ど
う
対

処
す
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長　

暴
力
団
の

資
金
源
対
策
で
す
。
町
の
事

務
や
事
業
、
公
の
施
設
使
用

が
暴
力
団
の
資
金
源
と
な
ら

な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
少
年

を
暴
力
団
か
ら
守
る
た
め
の

も
の
で
す
。

◎
平
成
23
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

江
嵜
議
員　

夢
チ
ャ
レ
ン
ジ

推
進
事
業
は
今
回
初
め
て
と

思
う
が
、
事
業
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

県
の
補
助

事
業
で
、
町
農
業
振
興
協
議

会
に
1
1
7
万
3
0
0
0
円
。

　

新
幹
線
の
開
業
に
と
も
な

い
、
氷
川
町
特
産
品
の
販
売

フ
ェ
ア
を
4
回
開
催
、
P
R

ポ
ス
タ
ー
の
作
製
、
町
内
で

の
ト
ラ
ッ
ク
市
開
催
や
新
幹

線
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
。
も
う

一
つ
は
、
畳
表
生
産
体
制
緊

急
対
策
事
業
と
し
て
、
畳
の

織
機
改
造
支
援
で
す
。（
氷

川
町
の
学
校
に
畳
を
入
れ
ま

す
。）

◎
財
産
の
取
得

吉
川
議
員　

1
0
0
0
万
円

を
超
え
る
予
算
の
物
品
納
入

の
入
札
で
14
社
を
指
名
し
た

が
、
11
社
の
辞
退
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

学
校
教
育
課
長　

辞
退
届
を

出
し
た
業
者
に
聞
き
取
り
を

し
ま
し
た
。
エ
コ
志
向
の
高

ま
り
な
ど
で
、
機
材
の
調
達

が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

６　月６　月
定例会定例会

など　　　　　 決まる
平穏な生活確保を…氷川町暴力団排除条例制定

　

平
成
23
年
６
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
日
程
で
、
６
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
承
認
案
件
（
専
決
処
分
）
六
件
、
条
例
の
一
部
改
正
一
件
、
条
例
の
制

定
一
件
、
規
約
の
一
部
変
更
一
件
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
、
請
願
一
件
、
発
議
一
件
を
慎
重
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
通
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

暴力団排除を推進し、町民の安全で
くまもと稼げる園芸産地育成事業

条　

例

専
決
処
分

決
定
し
た
主
な
も
の

規
約
変
更

補
正
予
算

請

願

そ
の
他

主
な
質
疑

主
な
質
疑 発

議

広大に広がる農地

良質の畳生産にはげむ生産者

一 般 会 計
補 正 予 算


